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催
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ー
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集
　
黒
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カ
ワ
コ
公
園
を
守
る
人
た
ち

特
集
　
黒
坂
カ
ワ
コ
公
園
を
守
る
人
た
ち

遊
び
に
来
て
ね「
き
ら
り
日
野
町
、か
っ
ぱ
伝
説
の
聖
地
」

遊
び
に
来
て
ね「
き
ら
り
日
野
町
、か
っ
ぱ
伝
説
の
聖
地
」

維
持
管
理
委
員
会
」
が
結
成
さ

れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
，
地
元

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
で
公
園
の
清
掃
・
草

刈
が
行
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
天
理
教
奉
仕
団
に

よ
る
清
掃
、
そ
し
て
年
２
回
の

「
公
園
美
化
住
民
一
斉
清
掃
」

な
ど
、
た
く
さ
ん

の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
特

に
９
月
22
日
に
実

施
し
た
一
斉
清
掃

で
は
、
台
風
接
近

中
に
も
か
か
わ
ら

あ
と
が
き

あ
と
が
き

あ
と
が
き
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黒
坂
カ
ワ
コ
ふ
れ
あ
い
公
園
、

通
称
カ
ワ
コ
公
園
は
平
成
７
年

（
１
９
９
５
年
）
、
鳥
取
県
に

よ
っ
て
建
設
さ
れ
、
日
野
町
に

管
理
が
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
黒
坂
地
区
の
全
自
治
会
か

ら
一
人
ず
つ
委
員
が
選
ば
れ
て

「
黒
坂
カ
ワ
コ
ふ
れ
あ
い
公
園

特
集  

行
動

特
集  

行
動

が
ん
ば
っ
て
い
る
人
・
団
体
を
、

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
文
化
の
秋
。

芸
術
の
秋
。
食
欲
の
秋
…
。

　

秋
は
、
週
末
ご
と
に
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
し

ま
す
。
あ
っ
ち
の
イ
ベ
ン
ト
も

見
た
い
し
、
こ
っ
ち
の
イ
ベ
ン

ト
も
体
験
し
た
い
。
け
れ
ど
そ

の
日
は
、
自
分
た
ち
が
実
施
す

る
イ
ベ
ン
ト
の
日
だ
っ
た
り
し

ま
す
。
体
は
ひ
と
つ
し
か
な
い

の
で
、
結
局
、
諦
め
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
近
年
、
日
野
町
で
も
本

当
に
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
も
、
楽
し
い
も
の
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
中
に
は
、

町
内
よ
り
町
外
か
ら
の
お
客
さ

ん
の
ほ
う
が
多
い
の
で
は
な
い

か
と
思
え
る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り

ま
す
。

　

日
野
町
の
皆
さ
ん
、
出
か
け

ま
し
ょ
う
。
自
分
た
ち
の
町
の
、

自
分
た
ち
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
　
　
　

  

（
梅
林
敏
彦 

記
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

  

委  

員  

長　

金
川　

守
仁

　

  

副
委
員
長　

梅
林　

敏
彦

　
　
　
　
　
　

  

佐
々
木　

求

　
　
　
　
　
　

  

中
原　

信
男

　
　
　
　
　
　

  

松
尾　

信
孝

　
　
　
　
　
　

  

中
山　

法
貴

ず
、
30
名
を
超
す
方
々
が
雨
に

濡
れ
な
が
ら
日
野
川
土
手
の
葦

を
刈
っ
た
り
、
東
屋
の
周
囲
の

草
取
り
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
奉
仕
活
動
に
支
え

ら
れ
、
カ
ワ
コ
公
園
は
町
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
運
動
会
、
キ
ャ
ン
プ
、

ま
た
広
場
の
上
の
東
屋
は
バ
ー

べ
キ
ュ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
場
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
カ
ワ
コ
公
園
が
最

も
頻
繁
に
利
用
さ
れ
る
の
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
す
。
い

つ
で
も
誰
で
も
自
由
に
利
用
で

き
、
晴
れ
た
日
に
は
町
内
外
か

ら
毎
日
の
よ
う
に
練
習
に
来
ら

れ
て
い
ま
す
。
大
会
の
開
催
も

多
く
、
年
間
10
回
近
く
の
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
公
園
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
は
課
題
も
あ
り
ま
す
。

毎
月
３
回
、
乗
用
草
刈
機
で
芝

生
を
刈
り
揃
え
て
い
る
の
で
す

が
、
こ
の
草
刈
機
は
15
年
以
上

も
前
に
中
古
を
町
に
購
入
し
て

も
ら
っ
た
も
の
で
す
。
そ
ろ
そ

ろ
寿
命
が
尽
き
よ
う
と
し
て
お

り
、
新
し
い
乗
用
草
刈
機
が
欲

し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
ご
他
聞
に
も
れ
ず
、

黒
坂
も
高
齢
化
と
人
口
減
少
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
な
ん
と
か
、
新
し

い
協
力
者
さ
ん
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
い

つ
で
も
、
誰
で
も
、
自
由
に
利

用
で
き
る
黒
坂
ふ
れ
あ
い
カ
ワ

コ
公
園
で
あ
り
続
け
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す

（
黒
坂
ふ
れ
あ
い
カ
ワ
コ
公
園

　

維
持
管
理
委
員
会　

　
　
　
　

会
長　

和
田
佳
洋
）

黒
坂
カ
ワ
コ
公
園
を
守
る
人
た
ち

年
間
10
回
も
開
催
さ
れ
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

ワークショップ会場としても活用

グラウンドゴルフの練習風景
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手前が育成牛、向こうが競り市に出す仔牛

収入未済額

平成３０年度決算審査平成３０年度決算審査
一般会計で34億円支出

　
令
和
元
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
９
日
か
ら
27
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
催
。
平
成
30
年
度

の
一
般
会
計
と
６
特
別
会
計
の
決
算
を
審
議
し
、
賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
、
条
例

の
制
定
・
改
正
と
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

収
入
未
済
額

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
収

入
未
済
額
の
総
額
は
昨
年
度
よ

り
減
少
し
て
い
る
こ
と
は
評
価

で
き
る
。
し
か
し
新
規
の
滞
納

者
も
発
生
し
て
い
る
。
現
状
調

査
を
十
分
に
行
い
、
徴
収
に
努

め
ら
れ
た
い
。

事
業
の
執
行

　

予
算
化
を
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
多
く
の
不
用
額
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
未
執

行
の
事
業
も
見
受
け
ら
れ
る
。

十
分
に
事
業
計
画
を
立
て
た
上

で
予
算
計
上
さ
れ
た
い
。

JR
伯
備
線
利
用
促
進
事
業

　

２
年
続
け
て
会
議
が
開
催
さ

れ
て
い
な
い
。
特
急
列
車
が
根

雨
駅
に
停
ま
ら
な
く
な
る
恐
れ

も
あ
る
と
い
う
危
機
感
を
持
っ

て
取
り
組
ま
れ
た
い
。

買
物
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
援
事
業

　

こ
の
事
業
は
見
守
り
活
動
と

移
動
販
売
に
補
助
し
て
い
る
も

の
だ
が
、
見
守
り
活
動
に
つ
い

て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て

い
る
団
体
も
あ
り
、
公
平
性
も

考
慮
し
事
業
の
仕
組
み
を
再
考

さ
れ
た
い
。

地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業

　

自
治
会
活
動
の
支
援
策
と
し

て
有
効
な
事
業
と
思
わ
れ
る
の

で
、
情
報
発
信
を
十
分
に
さ

れ
、
事
業
効
果
を
上
げ
て
い
た

だ
き
た
い
。

介
護
福
祉
士
養
成
奨
学
金
制
度

　

30
年
度
の
貸
付
は
な
い
。
要

綱
の
見
直
し
を
検
討
す
る
な
ど

し
て
事
業
効
果
を
上
げ
ら
れ
た

い
。

畜
産
振
興

　

和
牛
飼
養
農
家
は
年
々
減
少

し
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

育
成
牛
の
導
入
助
成
だ
け
で
な

く
新
規
就
農
者
の
育
成
に
も
努

め
ら
れ
た
い
。

町
道
下
黒
坂
線
道
路
改
良
事
業

　

事
業
の
進
捗
が
計
画
よ
り
遅

れ
て
き
て
い
る
。
町
と
し
て
予

算
要
望
な
ど
積
極
的
な
取
り
組

み
を
行
い
、
予
算
確
保
に
努
め

ら
れ
た
い
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

 

指
摘
事
項（
主
な
も
の
）

決
算
認
定
に

賛
成　
　

中
山　

法
貴
議
員

　
　
　
　

梅
林　

敏
彦
議
員

　
　
　
　

山
形　

克
彦
議
員

　
　
　
　

金
川　

守
仁
議
員

　
　
　
　

松
尾　

信
孝
議
員

　
　
　
　

中
原　

信
男
議
員

　
　
　
　

安
達　

幸
博
議
員

　
　
　
　

竹
永　

明
文
議
員

反
対　
　

佐
々
木　

求
議
員

　

税
金
や
貸
付
金
な
ど
、
各
年

度
末
ま
で
に
町
に
対
し
て
納
め
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
ま

だ
納
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が

「
収
入
未
済
額
」
で
す
。

　

平
成
30
年
度
末
で
は
、
一
般

会
計
・
特
別
会
計
合
わ
せ
て
１

億
１
２
５
１
万
円
で
、
昨
年
と

比
べ
て
約
４
２
３
万
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
要
因
と
し
て
は
固
定
資

産
税
２
件
61
万
円
、
国
民
健
康

保
険
税
１
件
１
３
０
万
円
の
不

納
欠
損
処
分
を
し
た
こ
と
、
ま

た
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
の

回
収
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
、

災
害
援
護
資
金
貸
付
金
の
未
納

額
は
前
年
度
よ
り
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
多
額

で
す
。
ま
た
、
町
民
税
や
固
定

資
産
税
で
は
新
規
滞
納
者
も
出

て
い
る
状
態
で
す
。

　

未
納
者
も
多
重
債
務
化
の
状

決
算
の
注
目
点

町　民　税

固定資産税

住宅使用料

住宅新築資金等貸付金

災害援護資金貸付金

国民健康保険税

そ　の　他

　  合計

109,079

221,903

15,987

61,240

14,521

77,606

294,269

794,605

108,444

207,521

14,607

2,284

647

54,813

291,860

680,176

612

1,301

1,913

調定額
（納入すべき金額）

区分 収入済額
（納入した金額）

不納欠損額

635

13,770

1,380

58,956

13,874

21,492

2,410

112,517

84

▲34

37

▲1,856

▲647

▲1,913

▲99

▲4,230

収入未済額 対前年比

〈単位：千円〉

公共施設の整備
2億5,431万円
だれもが安全安心に
快適に暮らせる町に

新しい人を迎え
元気な町に

移住・定住
2,149万円

医療と保健・　　
　　　 福祉の連携

2,467万円
町民の健康づくりと、いつまでも

生きいき暮らせる町に

子育て
教育環境の整備
5,306万円

安心して出産子育てができ、
子ども達がのびのびと
成長できる町に

況
に
あ
る
が
、
未
納
額
が
財
政

運
営
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き

い
。
未
納
額
の
徴
収
、
回
収
に

努
め
ら
れ
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
「
収
入
未
済
額
」

に
計
上
し
て
町
が
未
収
金
の
徴

収
に
努
め
て
き
た
が
、
や
む
を

得
ぬ
事
情
で
こ
れ
以
上
の
徴
収

が
見
込
ま
れ
な
い
と
判
断
し
た

場
合
に
は
「
不
納
欠
損
処
分
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
30
年
度
に
は

３
件
、
合
計
１
９
１
万
円
発
生

し
ま
し
た
。

　

不
能
欠
損
処
分
を
行
う
と
、

実
質
的
に
町
の
持
っ
て
い
る
債

権
が
消
滅
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
従
っ
て
、
実
施
に
あ
た
っ

て
は
実
態
を
十
分
に
把
握
し
て

公
平
を
期
し
、
慎
重
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
予
算
現
額
か
ら
支
出
済

額
及
び
翌
年
度
へ
の
繰
越
額
を

控
除
し
た
残
額
が
「
不
用
額
」

で
す
。
平
成
30
年
度
で
は
２
億

３
６
７
３
万
円
と
多
額
で
し

た
。

　

当
初
予
算
を
編
成
す
る
際

は
、
十
分
考
慮
し
た
予
算
編
成

と
し
、
執
行
状
況
に
よ
っ
て

は
、
必
要
に
応
じ
て
減
額
補
正

す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

収
入
未
済
額
が
依
然
多
額

不
能
欠
損
処
分

不
用
額
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提案された住宅予定地

町営バス車庫

伯備線利用促進

追
加
予
算
の
主
な
も
の

•
過
疎
バ
ス
対
策  

２
２
７
万
３

　

千
円
町
営
バ
ス
車
庫
に
、
運

　

転
者
用
の
休
憩
施
設
を
整
備

　

す
る
た
め
の
費
用
を
補
助
す

　

る
。

•
道
路
維
持
一
般
管
理　
　
　

　
　
　
　
　

  

５
０
１
万
4
千
円

•
交
通
安
全
施
設
整
備　
　
　

　
　
　
　
　

  

２
７
２
万
７
千
円

•
橋
梁
修
繕

　
　
　
　

  

１
４
７
７
万
6
千
円

•
農
業
水
路
長
寿
命
化

　
　
　
　

  

１
０
０
０
万
1
千
円

•
ひ
の
っ
こ
保
育
所
（
オ
ー
ブ

○一般会計・特別会計決算
区　　分 歳入総額

一般会計
国民健康保険
介護保険
後期高齢者医療保険
簡易水道
公共下水道事業
農業集落排水事業
　　   計

3,617,563
407,503
639,523
54,940
96,253
147,622
38,175

5,001,579

歳 出 総 額
3,363,857
399,665
611,346
54,716
96,253
147,572
38,175

4,711,584

差 　 　 額
253,706
7,838
28,177
224
0
50
0

289,994

○地方債（借金）の推移

一般会計基金残高と地方債（借金）の推移

区　　分 平成30年度
（単位:千円）

○一般会計基金残高（積立金）の推移
区　　分 平成30年度

財政調整基金
減債基金
地域振興基金
町営バス購入基金
観光振興事業基金
その他基金
　　　　計

1,565,826
235,934
7,692
25,921
23,931
413,688
2,272,992

平成29年度
1,571,561
235,845
7,691
25,419
25,069
245,139
2,110,724

平成28年度平成26年度 平成27年度
1,624,508
235,716
7,689
22,752
31,357
25,592

1,947,614

1,401,607
135,602
7,685
26,035
21,822
23,633

1,616,384

1,523,031
135,667
7,687
31,021
31,112
27,827

1,756,345

（単位:千円）

（単位:千円）

一般会計

簡易水道

公共下水道事業

農業集落排水事業

　　 計

60億円

50億円

40億円

30億円

20億円

10億円

0

2,852,998

455,623

467,713

238,738

4,015,072

平成29年度
2,524,681

486,700

475,285

258,801

3,745,467

平成28年度平成26年度 平成27年度
2,144,711

457,877

495,882

278,463

3,376,933

2,239,395

572,040

589,660

325,559

3,726,654

1,981,516

513,330

536,556

299,555

3,330,957

H30年度H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

一般会計基金残高
　  （積立金）の推移
一般会計基金残高
　  （積立金）の推移

地方債（借金）の推移地方債（借金）の推移
◆
■

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

特
別
会
計

特
別
会
計

■
■ ■

■ ■

◆ ◆ ◆ ◆ ◆

１億8357万円を追加して、
　　　　　　　　予算総額は３５億円に

一般会計補正予算に対する修正動議

　

ン
更
新
）

　
　
　
　

  

２
４
９
万
円
7
千
円

•
日
野
中
学
校
（
教
室
ド
ア
取

　

り
換
え
）

　
　
　
　
　

  

２
９
０
万
7
千
円

•
災
害
復
旧
工
事

　
　
　
　
　
　
　

  

３
３
２
万
円

•
基
金
積
立
（
公
共
施
設
等
長

　

寿
命
化
基
金
積
立
）

　
　
　
　

  

１
億
２
４
９
９
万
円

　　

審
議
の
結
果
、
下
記
修
正
を

除
き
、
補
正
予
算
案
は
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
た
。

　

当
初
提
案
さ
れ
た
補
正
予
算

に
は
、
若
者
定
住
住
宅
建
設
の

た
め
の
予
算
（
４
６
５
１
万

円
）
が
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
下
記
を
理
由
と
し

て
当
該
予
算
の
全
額
を
減
額
す

る
修
正
動
議
が
一
部
議
員
か
ら

出
さ
れ
た
。 

主
な
修
正
の
理
由

  

（
修
正
動
議
口
述
よ
り
抜
粋
）

•
予
定
地
の
選
定
に
つ
い
て
、

　

議
会
に
十
分
な
説
明
が
な
さ

　

れ
て
い
な
い
。

•
提
案
さ
れ
た
予
定
地
は
、
駐

　

車
ス
ペ
ー
ス
を
含
め
て
十
分

　

な
広
さ
が
確
保
さ
れ
て
い
な

　

い
。

•
過
去
に
予
定
地
一
帯
は
福
祉

　

ゾ
ー
ン
と
す
る
と
い
う
認
識

　

が
あ
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
執
行
部
は
建
設

予
定
地
を
変
更
す
べ
き
と
考

え
、
提
案
さ
れ
た
予
算
の
減
額

を
求
め
る
。

　

採
決
の
結
果
、
修
正
動
議
は

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
、
こ
の

若
者
定
住
向
け
の

住
宅
建
設
事
業
の

予
算
（
４
６
５
１

万
円
）
は
、
補
正

予
算
か
ら
削
除
さ

れ
た
。
そ
の
他
の

補
正
予
算
は
、
賛

成
多
数
で
執
行
部

提
案
通
り
可
決
さ

れ
た
。

補
正
予
算
の
採
決

賛
成　
　

中
山　

法
貴
議
員

　
　
　
　

梅
林　

敏
彦
議
員

　
　
　
　

金
川　

守
仁
議
員

　
　
　
　

松
尾　

信
孝
議
員

　
　
　
　

中
原　

信
男
議
員

　
　
　
　

安
達　

幸
博
議
員

　
　
　
　

佐
々
木　

求
議
員

　
　
　
　

竹
永　

明
文
議
員

反
対　
　

山
形　

克
彦
議
員



（６）（７）

高校生等に奨学金を交付

防災基地の建設用地

農業集落排水処理施設（下黒坂地区）

山口県周南市行政調査
平成30年10月29日～30日（和田小中学校）

災害現場（久谷地区）

災害現場（三谷地区）

一般会計補正予算

日
野
町
過
疎
地
域

　 

自
立
促
進
計
画
の
変
更

日
野
町
防
災
基
地
整
備

　
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結

日
野
町
固
定
資
産

　
評
価
審
査
委
員
の
選
任

質
疑

人
　
　
事

条
例
改
正

〇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

・
２
万
６
千
円
を
追
加
し
、
総 

　

額
を
３
億
５
０
４
８
万
９
千

　

円
と
す
る
。

〇
介
護
保
険
特
別
会
計

・
２
７
７
１
万
９
千
円
を
追
加

　

し
、
総
額
を
７
億
２
４
８
０

　

万
６
千
円
と
す
る
。

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別

　
会
計

・
２
２
万
５
千
円
を
追
加
し
、

　

総
額
を
５
４
６
０
万
８
千
円

　

と
す
る
。

〇
簡
易
水
道
特
別
会
計

・
４
３
７
万
３
千
円
を
追
加

　

し
、
総
額
を
７
７
６
１
万
４

　

千
円
と
す
る
。

〇
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

・
４
１
万
８
千
円
を
追
加
し
、

　

総
額
を
1
億
８
４
２
１
万
４

　

千
円
と
す
る
。

〇
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

　
計

・
９
３
万
３
千
円
を
追
加
し
、

　

総
額
を
４
０
１
７
万
３
千
円

　

と
す
る
。

　

以
下
の
３
名
の
選
任
に
同
意

し
た
。

　

・
若
林
昌
文 

氏

　

・
上
谷　

修 

氏

　

・
金
田
雅
夫 

氏

　

日
野
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
「
教
育
の
振
興
」
に
次

の
事
業
を
追
加
す
る
。　

〇
高
校
生
等
就
学
支
援
事
業

・
日
野
町
内
に
住
所
が
あ
り
、

高
等
学
校
、
工
業
高
等
専
門

学
校
、
高
等
特
別
支
援
学
校

及
び
特
別
支
援
学
校
高
等
部

の
第
１
学
年
か
ら
第
３
学
年

に
在
籍
す
る
生
徒
に
年
額
２

万
５
千
円
の
奨
学
金
を
給
付

す
る
。
令
和
元
年
度
の
事
業

費
は
１
８
７
万
５
千
円
。

令
和
元
年
７
月
26
日
臨
時
議
会
開
催

　
　

　

災
害
時
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

離
着
陸
場
を
滝
山
公
園
近
く
に

建
設
す
る
工
事
請
負
業
者
を
、

指
名
競
争
入
札
に
よ
っ
て
決

定
、
こ
れ
を
議
決
し
た
。
契
約

金
額
は
５
２
８
０
万
円
。

歳
入
の
財
源
内
訳

　

国
庫
支
出
金

　
　
　
　

 

１
１
３
０
万
２
千
円

　

県
支
出
金

　
　
　
　
　

       

４
２
８
万
円

　

財
政
調
整
基
金  　
　
　
　

 

　
　
　
　

 

１
０
８
７
万
７
千
円

　

町
債　
　

    

２
２
５
０
万
円

（
内
訳
）

・
公
共
土
木
施
設
補
助
災
害
復 

　

旧
事
業
債 　

   

５
６
０
万
円

・
公
共
土
木
施
設
単
独
災
害
復

　

旧
事
業
債

　
　
　
　
　

 　

１
５
９
０
万
円

・
林
業
用
施
設
単
独
災
害
復
旧

　

事
業
債　
　
　

    

５
０
万
円

・
農
業
用
施
設
単
独
災
害
復
旧

　

事
業
債　
　
　

    

５
０
万
円

支
出
の
内
訳

・
民
生
費
（
保
育
士
・
事
務
補

　

助
員
）　

  

２
５
７
万
４
千
円

・
農
林
水
産
業
費　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

     

８
４
９
０
万
円

・
教
育
費
（
パ
ソ
コ
ン
）   　

　
　
　
　
　

  

１
２
４
万
２
千
円

・
災
害
復
旧
費  　

  　
　
　
　

　
　
　
　

  

３
６
６
５
万
３
千
円

・
農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧

　

費　
　
　

  

３
７
２
万
３
千
円

・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　

  　

３
２
９
３
万
円

災
害
発
生
状
況　
　

⑴
住
宅
被
害

・
床
下
浸
水　

１
件

　

（
上
菅
古
川
地
区
）

⑵
国
道
被
害

・
小
河
内
〜
上
菅
間
の
落
石
と

　

冠
水

・
J
R
上
菅
駅
上
側
の
道
路
の

　

落
石
と
冠
水

⑶
町
道　
　
　
　

４
ヶ
所

⑷
普
通
河
川　
　

４
ヶ
所

⑸
農
業
用
施
設　

６
ヶ
所

⑹
農
地　
　
　
　

24
ヶ
所

⑺
林
業
用
施
設　

４
ヶ
所

⑻
根
雨
小
学
校
パ
ソ
コ
ン
ネ
ッ

　

ト
ワ
ー
ク
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク

　

破
損　

１
台
（
落
雷
被
害
）

﹇
議
員
﹈
災
害
復
旧
事
業
は
単

町
費
を
使
う
こ
と
で
も
あ
り
、
工

事
費
に
は
十
分
留
意
す
る
よ
う
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
町
長
】
緊
急
性
は
高
い
が
、

無
駄
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

﹇
議
員
﹈
落
雷
被
害
を
受
け
た

根
雨
小
学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
バ
ー
被
害
に
つ
い
て
、
事

前
の
予
防
対
策
は
で
き
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

【
教
育
課
長
】
被
害
は
想
定
で

き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

デ
ー
タ
を
一
つ
の
ハ
ー
ド
デ
ィ

ス
ク
で
整
理
・
保
管
・
管
理
す

る
こ
と
を
定
め
て
い
た
面
も
あ

り
、
そ
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
が

落
雷
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
は
、
デ
ー
タ
復
旧
に
頼
ら

な
い
状
態
で
管
理
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

﹇
議
員
﹈
今
後
、
損
害
保
険
等

の
加
入
は
考
え
て
お
ら
れ
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

【
教
育
課
長
】
現
在
は
、
保
険

に
は
加
入
し
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
の
課
題
と
し
て
検
証
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

保
険
が
あ
る
の
か
も
調
査
し
て

い
き
ま
す
。

 

令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
消
費
税
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
以
下
の
６
特
別
会
計
の
補
正
予
算
が
提
案
さ

れ
、
可
決
さ
れ
た
。

　
７
月
６
日
（
土
）
早
朝
に
発
生
し
た
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
の
復
旧
工
事
の
た
め
の
補
正
予
算
と
し

て
４
８
９
５
万
９
千
円
が
提
案
さ
れ
、
可
決
さ
れ
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
を
承
認
、
豪
雨
災
害
早
期
復
旧
へ

集
中
豪
雨
に
よ
る
道
路
・

　
　
河
川
復
旧
補
正
予
算



一  

般  

質  

問

あ
な
た
の
声
を
と
ど
け
ま
す

一  

般  

質  

問

あ
な
た
の
声
を
と
ど
け
ま
す

（９） （８）

基
本
的
に
は
将
来
の
負
担
も
考

慮
し
、
用
地
を
取
得
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
現

時
点
で
地
権
者
と
の
交
渉
は
ま

と
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
取
得

へ
の
道
筋
は
つ
い
て
お
り
ま
せ

ん
。

議
員　

そ
の
他
の
借
地
に
つ
い

て
も
、
今
後
再
契
約
の
と
き
、

地
権
者
と
十
分
協
議
を
し
、
財

議
員　

将
来
の
財
政
負
担
軽
減

の
観
点
か
ら
、
借
地
行
政
か
ら

の
脱
却
を
推
進
す
る
必
要
性
を

感
じ
ま
す
が
、
そ
の
中
で
金
持

テ
ラ
ス
ひ
の
の
土
地
を
借
地
で

な
く
、
町
が
取
得
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

町
長　

金
持
テ
ラ
ス
ひ
の
の
用

地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
初
は

借
地
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

議
員　

持
続
可
能
な
開
発
目
標

SD
Gs

（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）

と
は
、
貧
困
や
教
育
・
環
境
な

ど
17
の
取
り
組
み
で
す
。
こ
の

国
際
目
標
の
意
義
と
現
状
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

町
長　

本
町
の
地
方
創
生
の
取

り
組
み
は
、
森
林
保
全
や
農
業
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
健
康
、
教
育
、

地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
、SD

Gs

の
考
え
方
と
関
連
し
て
い
る
部

分
が
多
く
あ
り
、
き
ら
り
日
野

町
創
生
戦
略
を
軸
と
し
た
地
方

創
生
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

が
、
結
果
と
し
てSD

Gs

の
推
進

に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

SD
Gs

は
、
子
育
て
、
教
育
、

産
業
、
農
林
業
、
雇
用
、
健
康
、

ご
み
の
分
別
、
無
駄
な
廃
棄
等

の
環
境
問
題
、
節
水
、
節
電
、

女
性
の
活
躍
推
進
な
ど
、
個
人
、

団
体
、
企
業
な
ど
全
て
に
か
か

わ
り
が
あ
り
ま
す
。

　

次
期
日
野
町
地
方
創
生
戦
略

の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、SD

Gs

の
視
点
を
意
識
し
、
理
念
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
２
０
３
０
年

の
日
野
町
の
あ
り
た
い
姿
、
未

来
図
を
つ
く
り
上
げ
、
長
期
を

見
通
し
た
日
野
町
版SD

Gs

、
持

続
可
能
な
日
野
町
の
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　

SD
Gs

を
推
進
に
あ
た
り
、

推
進
室
や
啓
発
拠
点
の
考
え
を

お
聞
き
し
ま
す
。

　

町
長　

全
て
の
課
に
関
連
の
あ

る
取
り
組
み
で
す
が
、
企
画
政

策
課
に
お
い
て
推
進
し
、
役
場

庁
舎
を
拠
点
と
し
て
対
応
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　

旧
山
陰
合
同
銀
行
の
活

用
検
討
委
員
会
の
答
申
に
、
多

目
的
ホ
ー
ル
と
し
て
活
用
す
る

案
が
あ
り
ま
す
。SD

Gs

の
啓
発

拠
点
に
活
用
し
ま
せ
ん
か
。

町
長　

現
在
、
活
用
方
法
を
検

討
中
で
す
。
１
つ
の
案
と
し
て

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

政
の
負
担
軽
減
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
町

長
の
考
え
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

町
長　

借
地
料
の
契

約
更
新
は
、
一
部
を

除
き
土
地
の
評
価
替

え
を
３
年
ご
と
に

行
っ
て
お
り
ま
す
。

近
年
は
評
価
額
が
下

が
り
続
け
て
お
り
ま

す
。
議
員
お
っ
し
ゃ

る
通
り
、
財
政
負
担

の
軽
減
に
努
め
る
こ

と
は
重
要
と
思
い
ま
す
の
で
、

地
権
者
の
方
々
の
理
解
を
得
な

が
ら
交
渉
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

議
員　

10
月
か
ら
消
費
税
が

10
％
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
方
や
高
齢
者
世

帯
の
方
た
ち
の
生
活
は
苦
し
く

な
る
一
方
だ
と
推
察
を
し
ま
す
。

町
独
自
の
支
援
策
を
講
じ
る
必

借地行政からの脱却を

●財政負担の軽減に努めます答

ＳＤＧｓへの取り組みを
●次期日野町地方創生戦略の
　策定に視点、理念を取り入れる
答

要
性
を
感
じ
ま
す
が
、
お
考
え

は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

政
府
は
そ
の
対
策
と
し

て
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

の
支
給
や
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
発
行
な
ど
の
対
策
を
行
う

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
町
は
、

こ
れ
ら
の
施
策
に
つ
い
て
広
報

や
手
続
支
援
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
、
そ
の
よ
う
に
存
じ
ま
す
。

町
民
の
福
祉
向
上
に

　
　
　
資
す
る
施
策
を

中原　信男議員 安達　幸博議員

旧山陰合同銀行町借用地（おしどり荘周辺）

町借用地（金持テラスひの）
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受
身
的
に
対
応
す
る
の
で
な
く
、

将
来
を
見
据
え
た
検
討
を
開
始

す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

町
長　

そ
れ
に
つ
い
て
は
調
べ

て
み
ま
す
が
、
引
き
続
き
こ
れ

ま
で
の
方
針
に
基
づ
い
て
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員　

こ
れ
か
ら
は
、
従
来
の

業
種
を
超
え
た
り
、
広
域
的
に

取
り
組
む
体
制
が
必
要
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
を
主
導
す
る
の
が

行
政
の
役
目
で
あ
る
と
考
え
ま

す
が
。

議
員　

山
陰
合
同
銀
行
の
根
雨

駅
前
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
廃
止
を
き
っ
か

け
に
露
呈
し
た
、
民
間
依
存
の

生
活
関
連
の
イ
ン
フ
ラ
の
将
来

に
つ
い
て
ど
う
考
え
ま
す
か
。

町
長　

民
間
企
業
の
も
の
を
す

べ
て
町
で
賄
え
な
い
の
で
、
支

援
す
べ
き
も
の
は
支
援
し
て
い

く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
取
り
組

み
ま
す
。

議
員　

民
間
で
あ
る
以
上
、
採

算
が
取
れ
な
け
れ
ば
撤
退
・
廃

止
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
を

議
員　

全
国
保
険
医
団
体
連
合

会
は
衝
撃
的
な
数
字
を
報
告
さ

れ
た
。
歯
の
受
診
を
勧
め
ら
れ

た
子
供
の
内
、
未
受
診
率
は
小

学
生
で
50
・
８
％
、
中
学
生

65
・
３
％
、
高
校
生
で
82
％
に

も
な
り
ま
す
。

　

歯
の
健
康
は
極
め
て
大
事
な

こ
と
。
町
内
に
歯
医
者
さ
ん
が

2
人
お
ら
れ
る
有
利
な
環
境
も

あ
り
ま
す
。
受
診
を
勤
め
る
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

教
育
長　

歯
科
検

診
受
診
率
は
小
中

と
も
１
０
０
％
。

歯
科
検
診
後
の
受

診
率
は
小
学
生
が

40
％
、
中
学
生
は

該
当
生
徒
が
い
ま

せ
ん
。
健
診
結
果

を
保
護
者
に
渡
し

受
診
を
促
し
て
い

る
。
学
校
独
自
の

作
成
し
た
健
康
手

帳
に
も
記
載
し
、

学
期
末
の
段
階
で

再
度
健
診
結
果
を

渡
し
て
い
ま
す
。

議
員　

歯
医
者
が
受
診
を
指
導

し
て
い
る
の
に
指
導
し
き
れ
て

い
な
い
の
で
は
。

町
長　

し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
し

て
い
き
た
い
で
す
。

議
員　

国
保
基
金
に
つ
い
て
の

活
用
は
、
基
金
を
生
か
し
、
特

定
検
診
の
事
業
や
展
開
で
被
保

険
者
に
還
元
し
て
い
く
と
何
度

も
答
弁
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

取
り
組
み
の
成
果
は
ど
う
で
す

か
。

町
長　

健
康
づ
く
り
事
業
は
、

平
成
30
年
度
６
６
４
万
円
、
令

和
元
年
は
７
０
１
万
円
と
増
額

し
て
き
ま
し
た
。
受
診
率
向
上

の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を

し
て
一
歩
一
歩
進
め
た
い
。

議
員　

地
域
の
防
災
力
を
つ
け

る
た
め
に
は
仮
避
難
所
の
道
具

や
器
具
の
整
備
は
避
け
ら
れ
な

い
。
点
検
整
備
を
急
ぎ
、A

E
D

も
要
所
に
は
計
画
的
に
配
置
を
。

町
長　

地
域
の
方
が
地
域
力
の

中
で
確
認
す
る
の
が
第
一
。
そ

れ
を
役
場
も
共
有
し
て
い
き
ま

す
。 仮

避
難
所
の
設
備
充
実
を
急
げ

町
長　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
だ
と

思
い
ま
す
。

議
員　

来
年
３
月
に
指
定
管
理

の
契
約
が
終
わ
る
リ
バ
ー
サ
イ

ド
を
、
今
後
ど
う
す
る
つ
も
り

で
す
か
。

町
長　

住
民
の
交
流
の
拠
点
で

あ
り
、
町
内
唯
一
の
宿
泊
施
設

で
あ
り
、
観
光
の
拠
点
と
い
う

観
点
か
ら
も
、
町
に
と
っ
て
な

生活関連インフラの
　　  将来をどう考えるか
●民間依存の限界を認識する答

子供の歯科治療を急げ
●小学生の検診後の治療率は４０％答

く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
施
設

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

指
定
管
理
者
の
選
定
は

ど
う
し
ま
す
か
。

課
長　

現
在
の
指
定
管
理
者
の

継
続
を
一
義
的
に
考
え
ま
す
が
、

そ
れ
に
と
ら
わ
れ
ず
広
く
公
募

を
か
け
、
適
正
な
指
定
管
理
料

を
算
定
中
で
す
。

町
長　

よ
り
一
層
の
活
用
が
重

要
課
題
と
考
え
ま
す
。

リ
バ
ー
サ
イ
ド
の
今
後
は

松尾　信孝議員 佐々木　求議員

歯科検診推進パンフレット

（AED）自動体外式除細動器
リバーサイドひの

このままでは12月に廃止となる根雨駅前合銀ATM
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ら
協
力
・
理
解
が
得
ら
れ
、
モ

デ
ル
地
区
と
し
て
選
ば
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
に
も
日

野
振
興
セ
ン
タ
ー
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
久
住
集
落
の
集
落
維
持

に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

議
員　

諏
訪
集
落
の
事
業
の
着

手
時
期
と
そ
の
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
伺
い
ま
す
。

課
長　

こ
の
８
月
に
県
と
役
場
、

そ
れ
に
ご
指
導
を
い
た
だ
く
鳥

取
環
境
大
学
の
先
生
と
で
第
１

議
員　

６
月
議
会
に
お
い
て
私

は
２
つ
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

１
つ
は
、
県
に
よ
る
「
集
落
再

生
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
」
に
参

加
の
手
を
挙
げ
る
べ
き
だ
と
い

う
提
案
で
し
た
。
そ
の
後
、
町

は
こ
の
事
業
に
エ
ン
ト
リ
ー
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
報
告

を
求
め
ま
す
。

町
長　

移
住
者
の
受
け
入
れ
な

ど
に
よ
っ
て
集
落
機
能
維
持
を

図
ろ
う
と
し
て
い
る
集
落
と
し

て
、
菅
福
地
区
の
諏
訪
集
落
か

議
員　

施
政
方
針
に
掲
げ
て
い

る
「
き
ら
り
日
野
町
創
生
戦

略
」
の
仕
上
げ
を
す
る
た
め
、

ど
こ
に
重
点
を
置
き
、
さ
ら
に

一
歩
踏
み
込
ん
だ
施
策
の
展
開

を
さ
れ
る
お
考
え
で
す
か
。

町
長　

創
生
戦
略
の
業
績
評
価

指
標
に
沿
っ
て
進
め
て
い
ま
す

が
、
内
容
に
よ
っ
て
は
目
標
に

届
き
に
く
い
も
の
も
あ
り
、
問

題
点
な
ど
を
洗
い
出
し
工
夫
し

て
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

創
生
戦
略
の
内
容
に

よ
っ
て
は
目
標
の
達
成
に
は
、

ほ
ど
遠
い
も
の
も
あ
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
事
業

内
容
は
把
握
を
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

町
長　

業
績
評
価
指
標
の
中
で

進
捗
が
遅
れ
て
い
ま
す
の
は
、

雇
用
の
創
出
が
非
常
に
遅
れ
て

お
り
、
一
番
気
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

議
員　

移
住
･
定
住
を
進
め
る

に
は
、
ま
ず
働
く
場
所
を
確
保

す
る
こ
と
が
必
須
の
条
件
と
考

え
ま
す
が
、
町
長
の
言
わ
れ
る

農
林
業
や
観
光
業
を
活
か
し
た

「
仕
事
づ
く
り
」
の
取
り
組
み

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

町
長　

特
産
品
の
販
売
や
新
た

な
掘
り
起
し
に
よ
っ
て
生
産
や

流
通
の
現
場
に
も
つ
な
が
り

「
仕
事
づ
く
り
」
と
な
っ
て
い

く
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
を
捉
え
て
農
林
業

や
観
光
業
の
振
興
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

一
年
以
上
も
放
置
さ
れ
、

利
用
者
も
極
め
て
限
定
的
で
投

資
効
果
も
見
込
め
な
い
「
金
持

テ
ラ
ス
ひ
の
」
に
通
ず
る
町
道

根
雨
駅
西
側
線
の
道
路
改
良
工

事
は
中
止
を
さ
れ
て
は
い
か
が

で
す
か
。
不
必
要
と
思
い
ま
す

が
。

町
長　

発
注
が
遅
く
な
っ
た
こ

と
は
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
町
道
改

良
に
か
か
わ
る
予

算
は
、
議
会
で
承

認
を
頂
い
て
い
ま

す
の
で
進
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

根
雨
駅
西
側
線
は
不
必
要

回
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
さ
ら

に
近
い
う
ち
に
地
元
に
出
向
い

て
話
を
聞
く
予
定
で
す
。
今
年

度
は
課
題
の
整
理
と
解
決
策
の

検
討
を
し
、
来
年
度
は
試
行
的

に
事
業
を
実
施
、
３
年
目
の
再

来
年
度
に
本
格
的
な
事
業
展
開

を
す
る
予
定
で
す
。

議
員　

６
月
議
会
で
の
も
う
１

つ
の
質
問
は
集
落
支
援
員
に
つ

い
て
で
し
た
。
集
落
再
生
の
た

め
の
支
援
は
今
回
選
定
の
モ
デ

ル
地
区
だ
け
で
な
く
、
衰
弱
し

県のモデル事業の
　　　選定結果を問う
●諏訪集落が選ばれ、その事業成功例を活かしたい答

働く場所の確保が
　移住･定住の必須条件では
●地域資源を活かした仕事づくりを進めたい答

て
い
る
す
べ
て
の
集
落
で
実
施

さ
れ
る
べ
き
で
、
そ
の
た
め
に

は
専
業
の
集
落
支
援
員
が
必
要

で
す
。
専
業
の
支
援
員
を
採
用

す
る
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長　

前
述
の
「
集
落
再
生
シ

ス
テ
ム
構
築
事
業
」
が
完
了
し

た
暁
に
は
、
こ
の
事
業
と
集
落

支
援
員
を
一
体
の
も
の
と
し
、

モ
デ
ル
事
業
の
成
果
を
集
落
支

援
員
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

梅林　敏彦議員 山形　克彦議員

町道根雨駅西側線

町と日野振興センターが支援を決めた久住集落

県のモデル地区に選定された諏訪集落
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今
期
の
総
務
経
済
常
任
委
員

会
で
は
、
農
林
業
、
商
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
町
内
で
事
業

を
営
む
企
業
、
グ
ル
ー
プ
、
個

人
の
方
々
と
意
見
を
交
換
し
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
事
業
者
が

現
在
抱
え
て
い
る
問
題
、
将
来

の
課
題
を
抽
出
し
、
そ
の
結

果
、
解
決
に
向
け
た
提
案
を
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
第
一
回
目
と
し
て
、
７

月
11
日
に
現
在
町
営
バ
ス
を
委

託
運
行
し
、
タ
ク
シ
ー
事
業
も

展
開
し
て
い
る
日
野
交
通
か
ら

山
本
社
長
を
お
招
き
し
、
「
日

野
町
公
共
交
通
の
現
状
と
今
後

に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
お
話

を
伺
い
、
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。

町
内
交
通
の
現
状

・
路
線
バ
ス
の
乗
車
人
員
は

　

年
々
減
少
し
て
い
る
。

・
運
賃
助
成
の
タ
ク
シ
ー
の
利

　

用
者
は
年
々
増
加
し
て
い

　

る
。

・
運
転
者
の
高
齢
化
、
人
手
不

　

足
が
問
題
と
な
り
つ
つ
あ

　

る
。

　

意
見
交
換
の
結
果
、
高
齢

化
、
運
転
免
許
返
上
な
ど
に
よ

り
、
移
動
手
段
と
し
て
町
内
公

共
交
通
の
整
備
充
実
は
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
福
祉
行
政
、
金
持
テ

ラ
ス
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
な
ど
の

町
内
施
設
の
有
効
活
用
と
結
び

付
け
れ
ば
、
健
康
増
進
、
経
済

効
果
な
ど
の
結
果
と
し
て
行
政

に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

日
野
町
に
は
現
在

２
つ
の
小
学
校
、
１

つ
の
中
学
校
が
あ

り
、
１
２
７
人
の
子

ど
も
た
ち
が
通
っ
て

い
ま
す
が
、
少
子
化

に
よ
り
子
ど
も
の
数

が
減
っ
て
い
く
中

で
、
町
内
の
小
学

校
・
中
学
校
の
教
育

の
在
り
方
を
教
育
民

生
常
任
委
員
会
で
協

議
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
制
度
に
お
い

て
は
、
小
学
校
課
程

か
ら
中
学
校
課
程
ま

で
の
義
務
教
育
9
年

間
を
一
貫
し
て
行
う

小
中
一
貫
校
、
さ
ら

に
小
学
校
と
中
学
校
を
完
全
に

一
つ
に
統
合
す
る
義
務
教
育
学

校
も
視
野
に
入
れ
協
議
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
こ
の
度
、
10
月

18
日
に
義
務
教
育
学
校
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

視
察
先
：
京
都
市
立
京
都
大
原

学
院

　

平
成
21
年
に
小
中
一
貫
校
を

開
設
。
平
成
30
年
に
義
務
教
育

学
校
と
な
る
。

　

視
察
・
意
見
交
換
の
結
果
、

義
務
教
育
学
校
は
、
9
年
制
を

　

講
演
は
、
次
の
よ
う
な
問
題

提
起
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

　
大
津
市
議
会
が
策
定
し
た

議
会
B
C
P
「
業
務
継
続
計

画
」
に
つ
い
て
説
明
し
た

時
、
あ
る
地
方
議
員
の
コ
メ

ン
ト
が
「
災
害
時
に
議
員
が

で
き
る
こ
と
な
ん
か
何
も
な

い
よ
」
、
執
行
部
か
ら
は

「
災
害
時
ま
で
議
会
対
応
な

ど
や
っ
と
れ
な
い
よ
」
と
の

意
見
が
聞
か
れ
た
。
地
方
議

会
は
二
元
代
表
制
の
一
翼
を

担
う
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、

本
当
に
非
常
時
に
は
何
も
で

き
な
い
存
在
な

の
だ
ろ
う
か
?

　　

こ
れ
ら
の
コ
メ

ン
ト
は
、
災
害
発

生
の
非
常
事
態
に

議
会
組
織
は
そ
の

対
応
力
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
い
こ

と
を
指
摘
し
、
地

方
議
会
に
と
っ
て

は
ま
さ
に
自
殺
行

為
と
も
な
る
こ
と

を
指
摘
し
た
も
の

で
す
。

　

逆
に
、
議
会
な
ら
で
は
の
強

み
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば

「
一
歩
先
を
見
据
え
た
復
旧
、

復
興
策
」
に
つ
い
て
議
論
を
始

め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

実
際
に
大
津
市
議
会
開
催
中

に
地
震
災
害
避
難
訓
練
を
実
施

し
た
結
果
、
議
場
で
は
各
議
員

席
の
下
に
議
員
が
身
を
守
る
行

動
が
で
き
な
か
っ
た
と
の
こ

と
。
固
定
さ
れ
た
椅
子
が
弊
害

と
な
っ
て
机
の
下
に
入
れ
な
い

始
末
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
他
、
「
想
定
外
を
想
定

す
る
」
「
常
識
の
見
直
し
」

「
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
再
点
検
」
な

ど
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
日
野

町
も
多
く
の
災
害
を
経
験
し
て

い
る
こ
と
か
ら
執
行
部
と
と
も

に
話
し
合
い
を
進
め
、
高
齢
化

が
進
む
こ
と
を
考
慮
し
た
災
害

対
応
が
求
め
ら
れ
、
真
剣
に
議

論
し
実
行
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
強
く
意
を
新
た
に
し
た
次
第

で
す
。

　

第
３
回
日
野
町
江
府
町
日
南

町
衛
生
施
設
組
合
議
会
が
８
月

27
日
に
江
府
町
役
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
す
べ

て
の
議
案
が
提
案
ど
お
り
、
全

員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
議
題

・
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
改
正

・
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

　

者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
し
尿
処
理
条
例
の
一
部
改
正

・
平
成
30
年
度
会
計
歳
入
歳
出

　

決
算
の
認
定

・
条
例
第
2
号
の
一
部
を
改
正

・
監
査
委
員
の
選
任

そ
の
他
　
報
告
事
項　

　

6
月
か
ら
7
月
ま
で
の
修

繕
・
委
託
・
工
事
契
約
状
況
の

説
明

日
野
町
江
府
町
日
南
町

衛
生
施
設
組
合
議
会
　
報
告

生
か
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組

み
指
導
す
る
こ
と
で
、
学
習
面

だ
け
で
な
く
社
会
性
の
育
成
に

も
効
果
が
期
待
で
き
る
と
感
じ

ま
し
た
。
ま
た
、
京
都
大
原
学

院
で
は
、
地
域
と
と
も
に
学
校

づ
く
り
を
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
が
進
ん
で
お

り
、
こ
れ
ら
も
日
野
町
で
の
学

校
教
育
に
ぜ
ひ
取
り
入
れ
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
執
行
部
に
対
し
て
委

員
会
の
考
え
を
ま
と
め
、
提
言

し
た
い
で
す
。

日野町江府町日南町衛生組合し尿処理センター清化園

鳥
取
県
西
部
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
　
　
　
主
催
　
鳥
取
県
西
部
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
　
会
場
　
南
部
町
天
万
庁
舎
　「
ま
ん
て
ん
ホ
ー
ル
」

演
　
題
　『
災
害
時
に
議
会
は
何
を
す
べ
き
か
』

　
講
師
　
滋
賀
県
大
津
市
　
市
議
会
局
次
長
　
清
水
克
士
氏

総
務
経
済
常
任
委
員
会
活
動
報
告

教
育
民
生
常
任
委
員
会
活
動
報
告
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発
行
/鳥
取
県
日
野
町
議
会

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

●
平
成
30年

度
決
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告

●
９
月
定
例
議
会
報
告
　

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算
  条
例
改
正
  特
別
会
計
補
正
予
算

●
７
月
26日
臨
時
議
会
開
催

　
　
集
中
豪
雨
災
害
補
正
予
算
成
立

●
一
般
質
問

●
特
集
 が
ん
ば
っ
て
い
る
人
シ
リ
ー
ズ
　

●
平
成
30年

度
決
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告

●
９
月
定
例
議
会
報
告
　

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算
  条
例
改
正
  特
別
会
計
補
正
予
算

●
７
月
26日
臨
時
議
会
開
催

　
　
集
中
豪
雨
災
害
補
正
予
算
成
立

●
一
般
質
問

●
特
集
 が
ん
ば
っ
て
い
る
人
シ
リ
ー
ズ
　

特
集
　
黒
坂
カ
ワ
コ
公
園
を
守
る
人
た
ち

特
集
　
黒
坂
カ
ワ
コ
公
園
を
守
る
人
た
ち

遊
び
に
来
て
ね「
き
ら
り
日
野
町
、か
っ
ぱ
伝
説
の
聖
地
」

遊
び
に
来
て
ね「
き
ら
り
日
野
町
、か
っ
ぱ
伝
説
の
聖
地
」

維
持
管
理
委
員
会
」
が
結
成
さ

れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
，
地
元

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
で
公
園
の
清
掃
・
草

刈
が
行
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
天
理
教
奉
仕
団
に

よ
る
清
掃
、
そ
し
て
年
２
回
の

「
公
園
美
化
住
民
一
斉
清
掃
」

な
ど
、
た
く
さ
ん

の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
特

に
９
月
22
日
に
実

施
し
た
一
斉
清
掃

で
は
、
台
風
接
近

中
に
も
か
か
わ
ら

あ
と
が
き

あ
と
が
き

あ
と
が
き
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黒
坂
カ
ワ
コ
ふ
れ
あ
い
公
園
、

通
称
カ
ワ
コ
公
園
は
平
成
７
年

（
１
９
９
５
年
）
、
鳥
取
県
に

よ
っ
て
建
設
さ
れ
、
日
野
町
に

管
理
が
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
黒
坂
地
区
の
全
自
治
会
か

ら
一
人
ず
つ
委
員
が
選
ば
れ
て

「
黒
坂
カ
ワ
コ
ふ
れ
あ
い
公
園

特
集  

行
動

特
集  

行
動

が
ん
ば
っ
て
い
る
人
・
団
体
を
、

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
文
化
の
秋
。

芸
術
の
秋
。
食
欲
の
秋
…
。

　

秋
は
、
週
末
ご
と
に
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
し

ま
す
。
あ
っ
ち
の
イ
ベ
ン
ト
も

見
た
い
し
、
こ
っ
ち
の
イ
ベ
ン

ト
も
体
験
し
た
い
。
け
れ
ど
そ

の
日
は
、
自
分
た
ち
が
実
施
す

る
イ
ベ
ン
ト
の
日
だ
っ
た
り
し

ま
す
。
体
は
ひ
と
つ
し
か
な
い

の
で
、
結
局
、
諦
め
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
近
年
、
日
野
町
で
も
本

当
に
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
も
、
楽
し
い
も
の
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
中
に
は
、

町
内
よ
り
町
外
か
ら
の
お
客
さ

ん
の
ほ
う
が
多
い
の
で
は
な
い

か
と
思
え
る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り

ま
す
。

　

日
野
町
の
皆
さ
ん
、
出
か
け

ま
し
ょ
う
。
自
分
た
ち
の
町
の
、

自
分
た
ち
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
　
　
　

  

（
梅
林
敏
彦 

記
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

  

委  

員  

長　

金
川　

守
仁

　

  

副
委
員
長　

梅
林　

敏
彦

　
　
　
　
　
　

  

佐
々
木　

求

　
　
　
　
　
　

  

中
原　

信
男

　
　
　
　
　
　

  

松
尾　

信
孝

　
　
　
　
　
　

  

中
山　

法
貴

ず
、
30
名
を
超
す
方
々
が
雨
に

濡
れ
な
が
ら
日
野
川
土
手
の
葦

を
刈
っ
た
り
、
東
屋
の
周
囲
の

草
取
り
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
奉
仕
活
動
に
支
え

ら
れ
、
カ
ワ
コ
公
園
は
町
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
運
動
会
、
キ
ャ
ン
プ
、

ま
た
広
場
の
上
の
東
屋
は
バ
ー

べ
キ
ュ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
場
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
カ
ワ
コ
公
園
が
最

も
頻
繁
に
利
用
さ
れ
る
の
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
す
。
い

つ
で
も
誰
で
も
自
由
に
利
用
で

き
、
晴
れ
た
日
に
は
町
内
外
か

ら
毎
日
の
よ
う
に
練
習
に
来
ら

れ
て
い
ま
す
。
大
会
の
開
催
も

多
く
、
年
間
10
回
近
く
の
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
公
園
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
は
課
題
も
あ
り
ま
す
。

毎
月
３
回
、
乗
用
草
刈
機
で
芝

生
を
刈
り
揃
え
て
い
る
の
で
す

が
、
こ
の
草
刈
機
は
15
年
以
上

も
前
に
中
古
を
町
に
購
入
し
て

も
ら
っ
た
も
の
で
す
。
そ
ろ
そ

ろ
寿
命
が
尽
き
よ
う
と
し
て
お

り
、
新
し
い
乗
用
草
刈
機
が
欲

し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
ご
他
聞
に
も
れ
ず
、

黒
坂
も
高
齢
化
と
人
口
減
少
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
な
ん
と
か
、
新
し

い
協
力
者
さ
ん
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
い

つ
で
も
、
誰
で
も
、
自
由
に
利

用
で
き
る
黒
坂
ふ
れ
あ
い
カ
ワ

コ
公
園
で
あ
り
続
け
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

（
黒
坂
ふ
れ
あ
い
カ
ワ
コ
公
園

　

維
持
管
理
委
員
会　

　
　
　
　

会
長　

和
田
佳
洋
）

黒
坂
カ
ワ
コ
公
園
を
守
る
人
た
ち

年
間
10
回
も
開
催
さ
れ
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

ワークショップ会場としても活用

グラウンドゴルフの練習風景


